
事業番号 - - - -

（ ）

計（A) - -

科学技術・イノベーション基本計画など国の学術振興策を踏まえつつ、研究者の活動を安定的・継続的に支援することにより、学術の振興を目的とする我が国唯一の独立した資金
配分機関（ファンディングエージェンシー）として、その責務を果たす。

現状・課題
（5行程度以内）

我が国の研究現場では、論文の質・量ともに相対的・長期的な地位の低下や、若手をはじめとした研究者の環境改善が課題となっている。また、研究活動や国際的な研究交流に
ついても、ポストコロナにおける在り方の変革が求められている。

事業概要
（5行程度以内）

特別研究員事業、海外特別研究員事業、若手研究者研鑽シンポジウム事業、若手研究者ワークショップ及び学術セミナー、若手研究者支援事業、人材育成企画委員会、外国人
研究者招へい事業の実施

歳出予算項・目 令和5年度当初予算 令和6年度要求 主な増減理由（・要望額・予備費）

(項) 　 独立行政法人日本学術振興会運営費

　 (目) 独立行政法人日本学術振興会一般勘定運営費交付金

224 260 183

補助金等(D) 1,020執
行
額

運営費交付金(C)

　計(F)
=(C)+(D)+(E)

01021022

学術研究推進課
学術研究推進課長
　　田畑　磨

会計区分 一般会計

セグメント単位の
考え方

第４期中期目標に基づいて区分している

セグメント名 知の開拓に挑戦する次世代の研究者の養成 担当部局庁 研究振興局 作成責任者

事業開始年度 平成１５年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

日本学術振興会

2023 文科

令和５年度セグメントシート

19,888 24,588

862 618

令和6年度要求

経
常
収
益

20,912 21,293 21,141 - -

運営費交付金収益化基準 業務達成基準 業務達成基準 業務達成基準

運営費交付金収益の割合
=(C)/(F)

93.9% 94.7% 96.8%

-

経
常
費
用

予算額(G) 23,726 24,076 25,506

執行率(I)
=(G)/(H)

84% 84% 92%

- - -

その他(E)

執行額(H) 19,951 20,274 23,583

20,381 21,010 25,389

19,137

その他

-

当初予算：運営費交付金(A)

補正予算：運営費交付金(B)

予
算
額

-

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

備考：運営費交付金については、令和５年度から第５期中期目標期間と
なり、セグメントが変更されたため記入していない。

-

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

独立行政法人日本学術振興会法第15条

-

-

-

第6期科学技術・イノベーション基本計画
（令和3年3月閣議決定）

予算額・
執行額

（単位:百万円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/content/20230324-mxt_gakjokik-100000119_1.pdf

関係する
計画、通知等

主要経費 科学技術振興費

事業の目的
（5行程度以内）



100 100

活動目標 活動指標

活動内容①
（アクティビティ）

若手研究者に対し、自由な発想の下に主体的に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を与えるため、目的や対象者に応じた多様な方法により、研究を奨
励するための資金を支給する「特別研究員事業」を計画的・継続的に実施する。

↓

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

自立して研究に専念できる環境の確保 特別研究員の新規採用数
活動実績 数 2,216 2,289 2,226 - -

当初見込み 数 2,222 2,149 2,173 2,167 2,192

↓
成果目標①-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

優秀な若手研究者を特別研究員に採用し、自立して研究に専念できる環境を確保するためには、研究業界の要望にも対応しつつ、安定的・継続的に事業を実施
する必要があることから、研究者を含む外部有識者の知見を活用して実施される主務大臣による業務実績に関する評価の結果を短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣
による業務実績評価における標準評価
以上の評価

標準評価(B評価）以上の評価
を受けた項目の割合

成果実績 ％ 100 100 100 -

目標値 ％ 100 100 100 100

達成度 ％ 100 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度における業務の実績に関する評価

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

主務大臣による業務実績に関する評価結果を踏まえて、改善を図りながら事業を計画的・継続的に実施することにより、自立して研究に専念できる環境が確保さ
れ、特別研究員採用者の研究能力の向上が促されることで、優れた研究者として活躍することが期待されることから、本事業の支援期間終了１０年後常勤の研究
職への就職状況を長期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

常勤研究職への就職

特別研究員-DC、PD、RPD採
用期間終了後１０年経過時の
就職状況調査における「常勤
の研究職」への就職状況

成果実績 ％ 89 84 81 -

目標値 ％ 80 80 80

達成度 ％ 111.3 105 101.3 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

特別研究員就職状況調査

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

－

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

－



　

-

外国人研究者招へいの各種事業において、採用者や受入機関のニーズ等を踏まえ着実に実施していくとともに、効果的な情報発信に取り組んでいくことを期待す
る。

点検結果

・特別研究員事業において、報酬受給制限の緩和やPD等の傷害保険への一括加入等の運
用を開始するとともに、DC採用期間中の博士号取得者の処遇向上、手続きの更なる電子
化、DC採用審査を二段階書面方式に変更するなど、制度の更なる効果的・効率的な運営
に向けて、積極的に改革を実行した。
・新型コロナウイルス感染症の影響が継続していることを踏まえ、採用者に様々な影響があ
る中、各事業において、採用期間延長や来日期限の延長、申請書の提出期限延長等、状
況の変化に応じて様々な特例措置を設定し、柔軟に対応している。

目標年度における効果測定に関する評価（令和10年度)

－

活動内容②
（アクティビティ）

国際舞台で活躍する世界レベルの研究者を養成するため、目的や対象者に応じた多様な方法により、「海外特別研究員事業」等、優れた若手研究者を海外に派
遣する取組を計画的・継続的に実施する。また、目的やキャリアステージに応じた優れた外国人研究者の招へいや研究者の交流を行い、国際的な頭脳循環の中
で若手研究者の研究環境の国際化を図る。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

国際舞台で活躍する研究者の養成
海外派遣・外国人研究者招へ
いの新規採用数

活動実績 数 1,183 1,029 1,019 - -

当初見込み 数 927 913 896 919 961

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

海外派遣・外国人研究者の招へいによって、国際舞台で活躍する研究者を養成するためには、研究業界の要望にも対応しつつ、安定的・継続的に事業を実施す
る必要があることから、研究者を含む外部有識者の知見を活用して実施される主務大臣による業務実績に関する評価の結果を短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣
による業務実績評価における標準評価
以上の評価

標準評価(B評価）以上の評価
を受けた項目の割合

成果実績 ％ 100 100 100 -

目標値 ％ 100 100 100 100

達成度 ％ 100 100 100 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度における業務の実績に関する評価

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

主務大臣による業務実績に関する評価結果を踏まえて、改善を図りながら事業を計画的・継続的に実施することにより、若手研究者に国際的な研さん機会が提供
され、海外特別研究員採用者の研究能力の向上が促されることで、優れた研究者として国際的に活躍することが期待されることから、本事業の支援期間終了10年
後の常勤研究職への就職状況を長期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

常勤研究職への就職
10年経過後調査における「常
勤研究職」への就職状況

成果実績 ％ 96.2 96.5 93.2 -

目標値 ％ 90 90 90 90

達成度 ％ 106.9 107.2 103.6 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

海外特別研究員の就職状況等に関する追跡調査

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

－

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

－

アクティビティから長期アウトカムについて６つ以上記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載 チェック

備考

改善の
方向性

独法所管部局による点検・改善



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省

【運営費交付金交付】

独立行政法人日本学術振興会

知の開拓に挑戦する次世代研究者の養成

21,141百万円

A.民間団体等

(15,065件)

20,418百万円

事業概要
特別研究員事業、海外特別研究員事業、若手研究者研
鑽シンポジウム事業、若手研究者ワークショップ及び学術
セミナー、若手研究者支援事業、外国人特別研究員事
業、外国人招へい研究者事業、論文博士号取得希望者
への援助、外国人招へい研究者への支援（うちサイエン
スダイアログ）の実施

【随意契約（公募）】等



支出先上位１０者リスト

A.

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

業務物件費 NECネクサソリューションズ株式会社 69.2

計 69.2 計

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
NECネクサソリューションズ株式
会社

7010401022924 業務システムの改修 69.2
随意契約（公

募）
- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

- - -

4
東京海上日動火災保険株式会
社

2010001008824 特別研究員事業保険料 36.8
一般競争契約
（最低価格）

1

3
NECネクサソリューションズ株式
会社

7010401022924 業務システムの改修 43.1
随意契約（公

募）

-

2 東武トップツアーズ株式会社 4013201004021
第14回HOPEﾐｰﾃｨﾝｸﾞ開催施設の選
定及び実施に伴う関連業務等

64
一般競争契約
（総合評価）

1 99％ -

-

6
NECネクサソリューションズ株式
会社

7010401022924 業務システムの改修 11.5
随意契約（公

募）
- - -

100％ -

5 ビットスター株式会社 1430001037773 業務管理システムの開発 19.6
一般競争契約
（総合評価）

2 36％

- -

9
国立大学法人総合研究大学院
大学

8021005008267
JSPSサマー・プログラム委託
費

8.1
随意契約（その

他）
- -

- - -

8
NECネクサソリューションズ株式
会社

7010401022924 業務システムの改修 9.8
随意契約（公

募）
-

7
NECネクサソリューションズ株式
会社

7010401022924 業務システムの改修 10.6
随意契約（公

募）

-

10 株式会社ワコー 2010001032733 審査資料製本等業務 7.2
一般競争契約
（最低価格）

2 68％ -

契約方式
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 A
NECネクサソリューショ
ンズ株式会社

7010401022924 業務システムの改修 69.2

ﾌﾞﾛｯｸ
名

契　約　先 法　人　番　号 業　務　概　要
契約額
（百万円）

一般競争契約
（総合評価）

1 99％ -

3 A
NECネクサソリューショ
ンズ株式会社

7010401022924 業務システムの改修 43.1

随意契約
（公募）

- - -

2 A
東武トップツアーズ株
式会社

4013201004021
第14回HOPEﾐｰﾃｨﾝｸﾞ開催施設の選
定及び実施に伴う関連業務等

64

一般競争契約
（最低価格）

1 100％ -

5 A ビットスター株式会社 1430001037773 業務管理システムの開発 19.6

随意契約
（公募）

- - -

4 A
東京海上日動火災保
険株式会社

2010001008824 特別研究員事業保険料 36.8

随意契約
（公募）

- - -

7 A
NECネクサソリューショ
ンズ株式会社

7010401022924 業務システムの改修 10.6

一般競争契約
（総合評価）

2 36％ -

6 A
NECネクサソリューショ
ンズ株式会社

7010401022924 業務システムの改修 11.5

随意契約
（公募）

- - -

9 A
国立大学法人総合研
究大学院大学

8021005008267
JSPSサマー・プログラム委託
費

8.1

随意契約
（公募）

- - -

8 A
NECネクサソリューショ
ンズ株式会社

7010401022924 業務システムの改修 9.8

一般競争契約
（最低価格）

2 68％ -

随意契約
（その他）

- - -

10 A 株式会社ワコー 2010001032733 審査資料製本等業務 7.2


	セグメントシート

